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クイック スタート カード
CD または Web サイトから製品をインストールする場合は、本ページの内容を事前にご確認ください。尚、本ページのイン
ストール手順は、各パソコン メーカのマカフィー プリインストール版をご利用のお客様は対象としておりません。インス
トールし直す必要がある場合は、各パソコン メーカが提供する手順書等をご確認ください。

マカフィーは通知なしにいつでも更新 & サポート プランおよびポリシーを変更する権利を有します。
McAfee および VirusScan は、McAfee, Inc と米国および他国におけるその提携企業の登録商標または商標です。 

© 2004 Networks Associates Technology, Inc. All rights reserved.

       
 
 
 
 
 

製品を CD からインストールしていますか? 

注：店頭または Web ショップよりパッケージ製

品を購入した方は「はい」へお進みください。

製品を Web サイトからインストールしていますか? 

はい 

はい 

いいえ

3.  [OK] をクリックします。 

2.  [ファイル名を指定して実行 ] ダイアログ  
ボックスで、「D:\SETUP.EXE」と入力し

ます (「D」は CD-ROM ドライブの文字を

表します)。 

1.  製品 CD を CD-ROM ドライブに挿入しま

す。インストールが自動的に開始されない場

合は、Windows デスクトップで [スタート]
をクリックし、[ファイル名を指定して実行]
をクリックします。 

2.  登録している  E メール  アドレスの入力を

求められたら、[ログイン] をクリックして 
[アカウント情報] ページを開きます。 

1.  マカフィーの Web サイトにアクセスして、

[マイ アカウント] をクリックします。 

3.  リストから製品を検索して、[ダウンロード] 
アイコンをクリックします。 
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クイック スタート カード
詳細情報

ユーザ ガイドを表示するには、Acrobat Reader が必要です。インストールされていない場合は、McAfee
の製品 CD から Acrobat Reader をインストールしてください ( 店頭または Web ショップよりパッケージ
製品を購入したユーザが対象となります )。

1 製品 CD を CD-ROM ドライブに挿入します。

2 Windows エクスプローラを開きます。Windows のデスクトップで [ スタート ] をクリックし、
[ 検索 ] をクリックします。

3 「マニュアル」フォルダを検索し、開くユーザ ガイドの PDF をダブルクリックします。

ユーザ登録の利点

製品の手順に従ってユーザ登録を直接送信することをお勧めします。ご登録いただくと、テクニカル
サポート以外にも、次のような特典もご利用いただけます。

� Web、E メール、電話によるサポート

� McAfee VirusScan ソフトウェアご購入の際に、インストールから 1 年間、ウイルス定義ファイル (DAT)
の更新提供 

次年度以降の更新料金については、http://jp.mcafee.com をご覧ください。

� McAfee SpamKiller ソフトウェアご購入の際に、インストールから 1 年間、McAfee SpamKiller
フィルタの更新提供

次年度以降の更新料金については、http://jp.mcafee.com をご覧ください。

� McAfee Internet Security Suite ソフトウェアご購入の際に、インストールから 1 年間、McAfee
Internet Security Suite の更新提供

次年度以降の更新料金については、http://jp.mcafee.com をご覧ください。

テクニカル サポート

テクニカル  サポートが必要な場合は、http://www.mcafeehelp.jp/ にアクセスしてください。 
iv McAfee® SpamKiller™ ソフトウェア
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1
はじめに
McAfee SpamKiller にようこそ。

McAfee SpamKiller ソフトウェアでは、E メール受信ボックスへのスパム メールの配信を

防止できます。McAfee SpamKiller では、次の機能を使用できます。

ユーザ オプション
� フィルタを使用したスパム メールのブロック、および受信ボックス外への隔離

� ブロックされたメッセージおよび許可されたメッセージの表示

� 複数の E メール アカウントの監視とフィルタ

� アドレスの友人リストへのインポート

� スパム送信者への対応 ( スパムのレポート、苦情の送信、カスタム フィルタの作成 )

� スパム メッセージからの子供の保護

� 1 クリック ブロックおよび 1 クリック レスキュー

� ダブル バイト文字設定サポート

� 複数ユーザ サポート (Windows 2000 および Windows XP ユーザ対象 )

フィルタ
� フィルタの自動更新

� 画像、非表示のテキスト、無効なフォーマットを含む E メールをブロックするカスタム

フィルタの作成

� 階層的なコア フィルタ エンジン

� 辞書攻撃に対するフィルタ

� 階層的なフィルタリングをカスタマイズ

� セキュリティ フィルタ

機能 
McAfee SpamKiller では、受信ボックスへのスパム メールの配信を防止できます。
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はじめに
概要
McAfee SpamKiller の各ページの上部ペインには、次のアイコンが表示されます。

� ユーザを切り替える — [ ユーザを切り替える ]   をクリックすると、別のユーザとし

てログオンできます。

注 : [ ユーザを切り替える ] は、コンピュータのオペレーティング システムが Windows
2000 または Windows XP であり、複数のユーザが McAfee SpamKiller に追加され

ていて、管理者として McAfee SpamKiller にログオンしている場合のみ使用できます。

� サポート — [サポート ] をクリックすると、McAfee のオンライン [サポート ] ページが

開きます。[ サポート ] ページには、McAfee SpamKiller およびその他の McAfee 製品

に関する最新のトピックやよくある質問に対する答えなどが表示されます。[ サポート ]
ページにアクセスするには、インターネットに接続している必要があります。

� ヘルプ — [ ヘルプ ] をクリックすると、オンライン ヘルプが開きます。McAfee
SpamKiller の設定および使用に関する詳細な手順が表示されます。

[ 概要 ] ページ
[ 概要 ] タブをクリックして、[ 概要 ] ページを開きます。[ 概要 ] ページには、次の情報が

表示されます。

� 状態 — [ 状態 ] には、フィルタリングが有効であるか、友人リストがいつ最後に更新さ

れたか、またその日に受信したスパム メッセージの数が示されます。ここから、フィ

ルタリングを無効または有効にしたり、友人リストを更新したり、また [ ブロックさ

れたメール ] ページを開いたりすることができます。

� 最近のスパム — [ 最近のスパム ] には、McAfee SpamKiller によってブロックされた最

近のスパム メッセージ ( 受信ボックスから削除されたメッセージ ) が表示されます。

メッセージを受信ボックスに戻すには、メッセージの横の [ 復元 ] アイコンをクリック

します。

� E メール概要 — [E メール概要 ] には、E メールおよびスパム (ブロックされたメッセー

ジ ) の合計数および受信した合計スパム メッセージの割合が表示されます。

� 最近のスパム — [ 最近のスパム ] には、過去 30 日間に受信したスパム タイプの明細が

表示されます。

Microsoft Outlook および Outlook Express との統合
Outlook Express 6.0、Outlook 98、Outlook 2000、および Outlook XP から McAfee SpamKiller
のコア機能に直接アクセスできます。Outlook および Outlook Express のツールバーに直

接組み込まれているボタンをクリックすると、スパムのブロック、友人リストへのアドレ

スの追加、および隔離されたメールの表示が可能です。
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システム要件
Microsoft Outlook ツールバー
Microsoft Outlook Express 6.0、Outlook 98、Outlook 2000、および Outlook XP のツール

バーから、以下のタスクを実行できます。

� メッセージをブロック — 選択したメッセージを Microsoft Outlook の受信ボックスか

ら削除して、McAfee SpamKiller の [ ブロックされたメール ] フォルダにメッセージを

移動する場合、[ メッセージをブロック ] アイコンをクリックします。

� ブロックされたメッセージを表示 — Microsoft Outlook のアカウントからブロックさ

れて McAfee SpamKiller の [ ブロックされたメール ] フォルダに移動されたメッセージ

を表示する場合、 [ ブロックされたメッセージを表示 ] アイコンをクリックします。

� 友人を追加 — パーソナル友人リストに送信者の E メール アドレスを追加する場合、

[ 友人を追加 ] アイコンをクリックします。

McAfee SpamKiller のツールバーは、Outlook および Outlook Express ではデフォルトの

ツールバーの右側に表示されます。ツールバーが表示されない場合は、E メールのアプリ

ケーション ウィンドウを拡張するか、矢印をクリックしてより多くのツールバーを表示し

ます。

E メール アプリケーションで McAfee SpamKiller のツールバーを初めて表示した場合、新

しいメッセージにのみツールバーのコマンドを使用できます。既存のスパム E メールは削

除してください。

システム要件
� Microsoft® Windows 98、Windows Me、Windows 2000 Pro、または Windows XP

� 35 MB のハード ディスク空き容量

� CPU:
Windows 98、Windows ME — Pentium 150 MHz 以上

Windows 2000 Pro、Windows XP — Pentium 233 MHz 以上

� メモリ :
Windows 98 — 32MB 以上 (64MB 推奨 )
Windows ME、Windows 2000 Pro、Windows XP — 64MB 以上 (128MB 推奨 )

� Microsoft Internet Explorer 5.5 以降。Internet Explorer の最新バージョンにアップグ

レードするには、Microsoft Web サイト (http://www.microsoft.com/japan) にアクセ

スしてください。

注

McAfee SpamKiller でフィルタを実行するには、POP3、MAPI、
または MSN/Hotmail の E メール アカウントが必要です。 
ユーザ ガイド 9
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2
McAfee SpamKiller および 
SecurityCenter にアクセスする
McAfee SpamKiller をインストールすると、システム時計の近くのシステム トレイにマカ

フィー・アイコンが表示されます。マカフィー・アイコンから、コンピュータにインストール

されている McAfee SpamKiller、McAfee SecurityCenter、およびその他の McAfee 製品に

アクセスできます。

McAfee SpamKiller を開く

McAfee SpamKiller を開くには

マカフィー・アイコンを右クリックして、 [SpamKiller] をポイントしてから [ ブロックされた

メールを表示 ]、[ 統計の表示 ]、[ 友人リストの表示 ]、または [ 設定 ] をクリックします。

該当するページが表示されます。

注

[ ログオン ] ダイアログ ボックスが表示された場合は、ログオン
パスワードを入力して [OK] をクリックしてください。

McAfee SecurityCenter を使用する
McAfee SecurityCenter では、Windows システム トレイにあるアイコンまたは Windows
デスクトップからセキュリティに関するすべての操作を実行できます。McAfee
SecurityCenter では、McAfee SpamKiller にアクセスでき、次の有用なタスクを実行でき

ます。

� パソコンのセキュリティ分析 ( 無償 ) を受ける

� 1 つのアイコンから McAfee のすべてのサービスを起動、管理、設定する

� 最新のウイルス情報と最新の製品情報を表示する

� マカフィーの Web サイトにある FAQ ( よくある質問 ) やアカウントの詳細に迅速に

リンクする

注

McAfee SecurityCenter の機能の詳細については、
McAfee SecurityCenter のダイアログ ボックスで [ ヘルプ ] をクリック
してください。
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McAfee SpamKiller および SecurityCenter にアクセスする
McAfee SecurityCenter が実行中で、コンピュータにインストールされている McAfee のす

べての機能が有効になっている場合、赤色の [M] アイコンが Windows のシステム トレイ

に表示されます。この領域は、通常は Windows デスクトップの右下隅にあり、時計が表

示されています。

コンピュータにインストールされている 1 つまたは複数の McAfee アプリケーションが無

効になっている場合は、マカフィー・アイコンは黒色に変わります。 

McAfee SecurityCenter を開くには

1 マカフィー・アイコンを右クリックします。

2 [SecurityCenter を開く ] をクリックします。

McAfee SpamKiller のフィルタを無効にする
McAfee SpamKiller を無効にして、フィルタを一時停止できます。

フィルタを無効にするには

マカフィー・アイコン  を右クリックし、[SpamKiller] をポイントしてから、[ 無効にする ]
をクリックします。

または

[ 概要 ] タブをクリックして、[ 無効にするにはここをクリック ] をクリックします。

フィルタを有効にするには

マカフィー・アイコンを右クリックし、[SpamKiller] をポイントしてから、[ 有効にする ]
をクリックします。

または

[ 概要 ] タブをクリックして、[ 有効にするにはここをクリック ] をクリックします。
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3
E メール アカウントとユーザを
管理する
E メール アカウントを追加する
McAfee SpamKiller では、次のタイプの E メール アカウントをフィルタできます。

� ほとんどの個人ユーザはこの POP3 のアカウントを持ちます。

� MSN/Hotmail アカウント — MSN/Hotmail の Web ベースのアカウント。

� MAPI E メール アカウント — ローカル ネットワーク E メール アカウント。勤務先で

Microsoft® Exchange Server を実行している場合、多くの企業ユーザはこのタイプの

アカウントを持ちます。アカウントを McAfee SpamKiller に追加する前に、有効な

MAPI プロフィールを設定する必要があります。

注

ご使用のコンピュータで Windows 2000 または Windows XP を実行
しており、McAfee SpamKiller に複数のユーザを追加する予定の
場合は、ユーザを追加してからそれぞれのユーザ プロフィールに
E メール アカウントを追加する必要があります。詳細については、
20 ページの「ユーザを追加する」を参照してください。McAfee
SpamKiller に複数のユーザを追加する場合、追加するアカウントは、
McAfee SpamKiller に現在ログオンしているユーザのプロフィール
に追加されます。

E メール アカウントを追加するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[E メール アカウント ] をクリックします。[E メール

アカウント ] ダイアログ ボックスが開き、McAfee SpamKiller に追加されているすべ

ての E メール アカウントが表示されます。

注

McAfee SpamKiller に複数のユーザが追加されている場合、リスト
には McAfee SpamKiller に現在ログオンしているユーザの E メール
アカウントが表示されます。

2 [ 追加 ] をクリックします。E メール アカウント ウィザードが表示されます。

3 ダイアログ ボックスに表示される手順に従います。

MSN/Hotmail アカウントを追加する場合は、McAfee SpamKiller により MSN/Hotmail の
アドレス帳が検索され、パーソナル友人リストにインポートされます。
ユーザ ガイド 13



E メール アカウントとユーザを管理する
E メール クライアントを McAfee SpamKiller にポイントするには

McAfee SpamKiller によって検出されなかったアカウント ([ アカウントを選択する ] ダイ

アログ ボックスに表示されなかったアカウント ) を追加した場合、または MSN/Hotmail
の E メールを McAfee SpamKiller で POP3 アカウントとして読むことを希望する場合、

E メール クライアントを McAfee SpamKiller にポイントします。

1 受信 E メール サーバを変更します。たとえば、受信 E メール サーバを「mail.mcafee.com」

から「localhost」に変更します。

2 (POP3 アカウントの場合のみ ) ユーザ名を完全な E メール アドレスに変更します。
たとえば、E メール アドレスが「name@example.com」の場合、「name@example.com」
に置き換えます。

E メール アカウントを削除する
McAfee SpamKiller により E メール アカウントをフィルタする必要がない場合は、McAfee
SpamKiller からその E メール アカウントを削除します。

McAfee SpamKiller から E メール アカウントを削除するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[E メール アカウント ] を選択します。[E メール

アカウント ] ダイアログ ボックスが開き、McAfee SpamKiller に追加されているすべ

ての E メール アカウントが表示されます。

注

McAfee SpamKiller に複数のユーザが追加されている場合、リスト
には McAfee SpamKiller に現在ログオンしているユーザの E メール
アカウントが表示されます。

2 アカウントを選択してから、[ 削除 ] をクリックします。
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E メール アカウントのプロパティを編集する
E メール アカウントのプロパティを編集する
McAfee SpamKiller に追加した E メール アカウントに関する情報を編集できます。たと

えば、E メール アドレス、アカウントの説明、サーバの情報、McAfee SpamKiller により

アカウントのスパムを確認する頻度、インターネットへの接続方法などを変更することが

できます。

POP3 アカウント

POP3 アカウントを編集するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[E メール アカウント ] をクリックします。[E メール

アカウント ] ダイアログ ボックスが開き、McAfee SpamKiller に追加されているすべて

の E メール アカウントが表示されます。

注

McAfee SpamKiller に複数のユーザが追加されている場合、リスト
には McAfee SpamKiller に現在ログオンしているユーザの E メール
アカウントが表示されます。

2 POP3 アカウントを選択してから、[ 編集 ] をクリックします。

3 [ 一般 ] タブをクリックして、アカウントの説明と E メール アドレスを編集します。

� [ 説明 ] — アカウントの説明。このフィールドには任意の情報を入力できます。

� [E メール アドレス ] — アカウントの E メール アドレス。

4 [ サーバ ] タブをクリックして、サーバ情報を編集します。

� [ 受信 E メール ] — メールを受信するサーバの名前。

� [ ユーザ名 ] — アカウントにアクセスするために使用するユーザ名。アカウント名

ともいいます。

� [ パスワード ] — アカウントにアクセスするために使用するパスワード。

� [ 送信 E メール ] — メールを送信するサーバの名前。[ 詳細 ] をクリックすると、

送信サーバの認証要件を編集できます。

5 [ 確認 ] タブをクリックして、McAfee SpamKiller でアカウントのスパムを確認する頻
度を編集します。

a [ 確認頻度 ] または [ 確認する時刻 ] のいずれかを選択して、対応するフィールドか
ら時刻を選択します。

b McAfee SpamKiller でアカウントをフィルタする別の時刻を選択することもでき

ます。

[ スタートアップで確認 ] — 直接接続を使用していて、コンピュータの起動時に

毎回 McAfee SpamKiller によってアカウントを確認する場合は、このオプション

を選択します。
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E メール アカウントとユーザを管理する
[ ダイヤルアップ接続時に確認 ] — ダイヤルアップ接続を使用していて、インター

ネットへの接続時に毎回 McAfee SpamKiller によってアカウントを確認する場合

は、このオプションを選択します。

6 [ 接続 ] タブをクリックして、McAfee SpamKiller によるインターネットの接続方法を
指定します。フィルタが必要な新しいメッセージがないかどうか、受信ボックスを
確認できます。

� [ダイヤルアップ接続しない] — McAfee SpamKiller により自動的にインターネット

にダイヤルされません。ダイヤルアップ接続を手動で行う必要があります。

� [必要に応じてダイヤルアップ接続する ] — インターネット接続が無効になってい

る場合は、McAfee SpamKiller によりデフォルトのインターネット接続に自動的

にダイヤルされます。

� [ 常にダイヤルする ] — McAfee SpamKiller により、指定のダイヤルアップ接続に

自動的に接続されます。

� [フィルタリングが終了した後も接続状態にしておく ] — フィルタが終了した後も

インターネット接続は維持されます。

7 [ 詳細設定 ] タブをクリックして、詳細設定オプションを編集します。

� [ サーバにスパム メッセージを残す ] — ブロックされたメッセージのコピーを

E メール サーバ上に維持するには、このチェックボックスをオンにします。 

ブロックされたメッセージをサーバ上に残すと、E メール クライアントおよび

McAfee SpamKiller の [ ブロックされたメール ] ページの両方からメールを表示で

きます。チェックボックスがオフの場合、ブロックされたメッセージを表示でき

るのは [ ブロックされたメール ] ページからのみです。E メール クライアントから

は表示できません。

� [POP3 ポート] (POP3 ポート番号) — POP3 サーバが受信メッセージを処理します。

� [SMTP ポート] (SMTP ポート番号) — SMTP サーバが送信メッセージを処理します。

� [ サーバ タイムアウト ] — E メールの受信待機中に McAfee SpamKiller がタイム

アウトするまでの時間。

メールの受信に問題がある場合、サーバ タイムアウトの値を大きくします。E メール

接続が遅い可能性があるため、サーバ タイムアウトの値を大きくすることに

よって、McAfee SpamKiller がタイムアウトするまでの時間が長くなります。

8 [OK] をクリックします。
16 McAfee® SpamKiller™ ソフトウェア



E メール アカウントのプロパティを編集する
MSN/Hotmail アカウント

MSN/Hotmail アカウントを編集するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[E メール アカウント ] をクリックします。

[E メール アカウント ] ダイアログ ボックスが開き、McAfee SpamKiller に追加されて

いるすべての E メール アカウントが表示されます。

注

McAfee SpamKiller に複数のユーザが追加されている場合、リスト
には McAfee SpamKiller に現在ログオンしているユーザの E メール
アカウントが表示されます。

2 MSN/Hotmail アカウントを選択してから、[ 編集 ] をクリックします。

3 [ 一般 ] タブをクリックして、アカウントの説明と E メール アドレスを編集します。

� [ 説明 ] — アカウントの説明。このフィールドには任意の情報を入力できます。

� [E メール アドレス ] — アカウントの E メール アドレス。

4 [ サーバ ] タブをクリックして、サーバ情報を編集します。

� [ 受信 E メール ] — メールを受信するサーバの名前。

� [ パスワード ] — アカウントにアクセスするために使用するパスワード。

� [ 送信 E メール ] — メールを送信するサーバの名前。

� [ 送信 E メールに SMTP サーバを使用する ] — エラー メッセージを送信する予定

で、エラー メッセージに MSN の署名の行を挿入しない場合は、このオプション

を選択します。MSN の署名が挿入されていると、スパム送信者にエラー メッセージ

が見せかけであると認識されやすくなります。

[ 詳細 ] をクリックすると、送信サーバの認証要件を変更できます。

5 [ 確認 ] タブをクリックして、McAfee SpamKiller でアカウントのスパムを確認する
頻度を指定します。

a [ 確認頻度 ] または [ 確認する時刻 ] のいずれかを選択して、対応するフィールドから
時刻を選択します。

b McAfee SpamKiller でアカウントをフィルタする別の時刻を選択することもでき

ます。

[ スタートアップで確認 ] — 直接接続を使用していて、McAfee SpamKiller の起動

時に毎回 McAfee SpamKiller によってアカウントを確認する場合は、このオプ

ションを選択します。

[ ダイヤルアップ接続時に確認 ] — ダイヤルアップ接続を使用していて、インター

ネットへの接続時に毎回 McAfee SpamKiller によってアカウントを確認する場合

は、このオプションを選択します。
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E メール アカウントとユーザを管理する
6 [ 接続 ] タブをクリックして、McAfee SpamKiller によるインターネットの接続方法を
指定します。フィルタが必要な新しいメッセージがないかどうか、受信ボックスを
確認できます。

� [ダイヤルアップ接続しない] — McAfee SpamKiller により自動的にインターネット

にダイヤルされません。ダイヤルアップ接続を手動で行う必要があります。

� [必要に応じてダイヤルアップ接続する ] — インターネット接続が無効になってい

る場合は、McAfee SpamKiller によりデフォルトのインターネット接続に自動的

にダイヤルされます。

� [ 常にダイヤルする ] — McAfee SpamKiller により、指定のダイヤルアップ接続に

自動的に接続されます。

� [フィルタリングが終了した後も接続状態にしておく ] — フィルタが終了した後も

インターネット接続は維持されます。

7 [OK] をクリックします。

Outlook または Outlook Express でスパムをブロックできるように Hotmail アカ
ウントを設定するには

McAfee SpamKiller では、Hotmail アカウントを直接フィルタできます。詳細については、

オンライン ヘルプを参照してください。ただし、Hotmail アカウントを設定するまでは、

Outlook または Outlook Express の McAfee SpamKiller ツールバーを使用してメッセージ

をブロックしたり、友人を追加したりすることはできません。

1 McAfee SpamKiller で Hotmail アカウントを設定します。

2 Outlook または Outlook Express で既存の Hotmail アカウントを持っている場合は、
そのアカウントを削除する必要があります。

3 Hotmail アカウントを Outlook または Outlook Express に追加します。アカウント
タイプおよび受信メール サーバ タイプに [POP3] を選択していることを確認します。

4 受信サーバに「localhost」と名前を付けます。

5 使用可能な送信 SMTP サーバの名前を入力します ( 必須 )。

6 アカウントの設定プロセスを完了します。これで、新しい Hotmail スパム E メールを
ブロックしたり、友人を追加したりできるようになりました。
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E メール アカウントのプロパティを編集する
MAPI アカウント
McAfee SpamKiller を Outlook の MAPI と正常に統合させるには、次の条件が必要です。

� Outlook 98 の場合、Outlook が企業 /ワークグループのサポート付きでインストールさ

れている

� Outlook 98 の場合、最初の E メール アカウントが MAPI アカウント

� コンピュータがドメインにログインしている

MAPI アカウントを編集するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[E メール アカウント ] をクリックします。[E メール

アカウント ] ダイアログ ボックスが開き、McAfee SpamKiller に追加されているすべ

ての E メール アカウントが表示されます。

注

McAfee SpamKiller に複数のユーザが追加されている場合、リスト
には McAfee SpamKiller に現在ログオンしているユーザの E メール
アカウントが表示されます。

2 MAPI アカウントを選択してから、[ 編集 ] をクリックします。

3 [ 一般 ] タブをクリックして、アカウントの説明と E メール アドレスを編集します。

� [ 説明 ] — アカウントの説明。このフィールドには任意の情報を入力できます。

� [E メール アドレス ] — アカウントの E メール アドレス。

4 [ プロフィール ] タブをクリックして、プロフィール情報を編集します。

� [ プロフィール ] — アカウントの MAPI プロフィール。

� [パスワード ] — 設定されている場合は、MAPI プロフィールに対応するパスワード

(E メール アカウント パスワードである必要はありません )。

5 [ 接続 ] タブをクリックして、McAfee SpamKiller によるインターネットの接続方法を
指定します。フィルタが必要な新しいメッセージがないかどうか、受信ボックスを
確認できます。

� [ダイヤルアップ接続しない] — McAfee SpamKiller により自動的にインターネット

にダイヤルされません。ダイヤルアップ接続を手動で行う必要があります。

� [必要に応じてダイヤルアップ接続する ] — インターネット接続が無効になってい

る場合は、McAfee SpamKiller によりデフォルトのインターネット接続に自動的

にダイヤルされます。

� [ 常にダイヤルする ] — McAfee SpamKiller により、指定のダイヤルアップ接続に

自動的に接続されます。

� [フィルタリングが終了した後も接続状態にしておく ] — フィルタが終了した後も

インターネット接続は維持されます。

6 [OK] をクリックします。
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E メール アカウントとユーザを管理する
ユーザを追加する
McAfee SpamKiller では、Windows 2000 または Windows XP オペレーティング システム

に設定されているユーザに対応する複数のユーザを設定できます。

コンピュータに McAfee SpamKiller がインストールされている場合は、ログオンしていた

Windows ユーザに対して、管理者のユーザ プロフィールが自動的に作成されます。イン

ストール時に McAfee SpamKiller に E メール アカウントを追加した場合は、管理者のユーザ

プロフィールに E メール アカウントが追加されています。

McAfee SpamKiller に他の E メール アカウントを追加する前に、他の McAfee SpamKiller
ユーザを追加する必要があるかどうかを判断してください。複数のユーザが同じコン

ピュータを使用していて、各ユーザが専用の E メール アカウントを持っている場合は、ユーザ

を追加すると効果的です。各ユーザの E メール アカウントは、そのユーザのプロフィール

に追加されます。これにより、ユーザは、自分自身の E メール アカウント、個人の設定、

パーソナル フィルタ、およびパーソナル友人リストを管理できます。

ユーザ タイプによって、McAfee SpamKiller でユーザが実行できるタスクが定義されます。

次の表に、各ユーザ タイプのアクセス許可の概要を示します。管理者はすべてのタスクを

実行できますが、限定ユーザは個人のプロフィールのタスクのみを実行できます。たとえ

ば、管理者はブロックされたメッセージの内容を表示できますが、限定ユーザはブロック

されたメッセージの件名のみ表示できます。

タスク 管理者 限定ユーザ

個人の E メール アカウント、パーソナル フィルタ、

パーソナル友人リスト、および個人のサウンド設定
の管理

○ ○

個人の [ ブロックされたメール ] ページおよび 
[ 許可されたメール ] ページの管理

○ ○

ブロックされたメッセージのメッセージ テキスト

の表示

○

許可されたメッセージのメッセージ テキストの表示 ○ ○

グローバル フィルタおよびグローバル友人リスト

の管理

○

McAfee へのスパムのレポート ○ ○

苦情およびエラー メッセージの送信 ○ ○

苦情およびエラー メッセージの管理 
(メッセージ テンプレートの作成、編集、および削除 )

○

ユーザの管理 ( ユーザの削除、編集、および削除 ) ○

McAfee SpamKiller のバックアップと復元 ○

受信したスパムの [ 概要 ] ページの表示 ○ ○
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ユーザを追加する
ユーザを追加した後に、次回ユーザがコンピュータにログオンすると、McAfee SpamKiller
によって、E メール アカウントをユーザ プロフィールに追加するようメッセージが表示さ

れます。

ユーザを追加および管理するには、以下の要件が必要です。

� 管理者として McAfee SpamKiller にログオンする

� コンピュータのオペレーティング システムが Windows 2000 または Windows XP

� ユーザが Windows のユーザ アカウントを持っている

ユーザ パスワードを作成して子供をスパムから保護する
ユーザ パスワードを作成することで、ユーザのプライバシーが 1 段階向上します。ある

ユーザの個人の設定、友人リスト、および許可された E メール リストに、ログオン パス

ワードを持たない別のユーザがアクセスすることはできません。パスワードを作成するこ

とは、子供が McAfee SpamKiller にアクセスしてスパム メッセージの内容を表示できない

ようにする上でも効果的です。

既存の McAfee SpamKiller ユーザのパスワードを作成するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[ ユーザ ] をクリックします。

2 ユーザを選択してから、[ 編集 ] をクリックします。

3 [ パスワード ] フィールドにパスワードを入力します。ユーザは、McAfee SpamKiller
にアクセスするときに、パスワードを入力してログオンする必要があります。

重要

忘れてしまったパスワードは、取り戻すことはできません。McAfee
SpamKiller の管理者ユーザのみがパスワードを作成できます。

McAfee SpamKiller にユーザを追加するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[ ユーザ ] をクリックします。

2 [ 追加 ] をクリックします。

Windows ユーザのリストが表示されます。リストに表示されないユーザを追加するに

は、最初にそのユーザの Windows ユーザ アカウントを作成します。その後、新しい

ユーザは、コンピュータに少なくとも 1 回ログオンする必要があります。ログオン後

にユーザを McAfee SpamKiller に追加します。

注

管理者権限を持つ Windows ユーザは、McAfee SpamKiller ユーザと
しての管理者権限も持ちます。

3 追加するユーザを選択してから、[OK] をクリックします。ユーザが McAfee SpamKiller
に追加され、McAfee SpamKiller ユーザのリストにユーザ名が表示されます。

4 ユーザの追加が終了したら、[ 閉じる ] をクリックします。
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E メール アカウントとユーザを管理する
ユーザのパスワードを作成するには、21 ページの「既存の McAfee SpamKiller ユーザのパ

スワードを作成するには」を参照してください。

次回ユーザがコンピュータにログオンすると、自身の McAfee SpamKiller ユーザ プロ

フィールに E メール アカウントを追加するようメッセージが表示されます。そのユーザと

して McAfee SpamKiller にログオンしていて、必要な E メール アカウント情報を持ってい

る場合は、ユーザ プロフィールに E メール アカウントを追加できます。詳細については、

13 ページの「E メール アカウントを追加する」を参照してください。

McAfee SpamKiller ユーザ プロフィールを編集するには

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[ ユーザ ] をクリックします。McAfee SpamKiller
ユーザのリストが表示されます。

2 ユーザを選択してから、[ 編集 ] をクリックします。

3 新しい名前とパスワードを入力します。

McAfee SpamKiller ユーザ プロフィールを削除するには

警告
ユーザ プロフィールを削除すると、そのユーザの E メール アカウント
も McAfee SpamKiller から削除されます。

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[ ユーザ ] をクリックします。McAfee SpamKiller
ユーザのリストが表示されます。

2 リストからユーザを選択して、[ 削除 ] をクリックします。

マルチユーザ環境で McAfee SpamKiller にログオンする
ユーザがコンピュータにログオンして McAfee SpamKiller を開くと、該当するユーザ プロ

フィールで自動的に McAfee SpamKiller にログオンします。ユーザに McAfee SpamKiller
パスワードが割り当てられている場合は、表示される [ ログオン ] ダイアログ ボックスで

パスワードを入力する必要があります。

ユーザを切り替えるには

管理者として McAfee SpamKiller にログオンする

1 画面の最上部にある [ ユーザを切り替える ] をクリックします。[ ユーザを切り替える ]
ダイアログ ボックスが表示されます。

2 ユーザを選択してから、[OK] をクリックします。ユーザにパスワードが割り当てられて
いる場合は、[ ログオン ] ダイアログ ボックスが表示されます。[ パスワード ] ボックス
にユーザ パスワードを入力して、[OK] をクリックします。
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4
友人リストを使用する
友人の名前と E メール アドレスを友人リストに追加することをお勧めします。このリスト

に含まれる E メール アドレスからのメッセージは McAfee SpamKiller によってブロックさ

れないため、友人を追加しておくことで、正当なメッセージが確実に届けられます。

McAfee SpamKiller では、名前、E メール アドレス、ドメイン、および送信リストを友人

リストに追加できます。複数のアドレスは、一度に 1 つずつ追加するか、または E メール

プログラムからアドレス帳をインポートすることですべて同時に追加します。

McAfee SpamKiller は、2 種類の友人リストを保持しています。

� グローバル友人リスト — グローバル友人リストは、McAfee SpamKiller のユーザのす

べての E メール アカウントを対象とします。McAfee SpamKiller に複数のユーザが追

加されている場合、グローバル友人リストを管理するには、管理者として McAfee
SpamKiller にログインする必要があります。

� パーソナル友人リスト — パーソナル友人リストは、特定のユーザに関連付けられてい

るすべての E メール アカウントを対象とします。McAfee SpamKiller に複数のユーザ

が追加されている場合、パーソナル友人リストを管理するには、そのリストを使用す

るユーザとして McAfee SpamKiller にログインする必要があります。

友人リストに友人を追加すると、リストにあるアドレスからの E メールはブロックされま

せん。[ 友人 ] ページ には、友人リストに追加された名前とアドレスが表示されます。

また、アドレスが追加された日付およびそのアドレスから受信したメッセージの総数も表

示されます。

[E メール アドレス ] タブをクリックして、友人リストの E メール アドレスを表示します。

[ ドメイン ] タブをクリックして、リストのドメイン アドレスを表示します。[ 送信リスト ]
タブをクリックして、友人リストの送信リストを表示します。

グローバル友人リストとパーソナル友人リストを切り替えるには、[E メール アドレス ]、
[ ドメイン ]、または [ 送信リスト ] タブの下矢印  をクリックして、[ パーソナル友人

リスト ] を選択します。
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友人リストを使用する
友人リストを開く
1 友人リストを開くには、[ 友人 ] タブをクリックします。

2 [E メール アドレス ]、[ ドメイン ]、または [ 送信リスト ] タブをクリックします。
グローバル友人リストが表示されます。パーソナル友人リストを表示するには、いず
れかのタブの下矢印  をクリックして、[ パーソナル友人リスト ] を選択します。

注

コンピュータのオペレーティング システムが Windows 2000 または
Windows XP であり、複数のユーザが McAfee SpamKiller に追加さ
れている場合、限定ユーザはパーソナル友人リストのみ表示できます。

アドレス帳をインポートする
友人リストへのアドレス帳のインポートは、手動または自動インポートによって行います。

自動インポートを使用すると、アドレス帳に新しいアドレスがあるかどうかを McAfee
SpamKiller で定期的にチェックして、新しいアドレスを友人リストに自動的にインポート

できます。

以下の E メール プログラムからアドレス帳をインポートできます。 

� Microsoft Outlook ( バージョン 98 以降 )

� Microsoft Outlook Express ( すべてのバージョン )

� Netscape Communicator ( バージョン 6、LDIF ファイルとしてエクスポートした場合

はバージョン 6 以前のバージョン )

� Qualcomm Eudora ( バージョン 5 以降 )

� IncrediMail Xe

� MSN/Hotmail

� アドレス帳をテキスト ファイルとしてエクスポートできるプログラム

自動インポートによってアドレス帳をインポートするには

アドレス帳からアドレスをインポートするスケジュールを作成すると、パーソナル友人

リストを定期的に更新できます。

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[ アドレス帳 ] をクリックします。[ アドレス帳を

インポートする ] ダイアログ ボックスが開きます。ダイアログ ボックスに、McAfee
SpamKiller が定期的に確認して新しいアドレスをインポートするアドレス帳のリスト

が表示されます。

2 [ 追加 ] をクリックします。[ スケジュールをインポートする ] ダイアログ ボックスが
表示されます。

3 インポートするアドレス帳の [ タイプ ] とアドレス帳の [ ソース ] を選択します。
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アドレス帳をインポートする
4 [ スケジュール ] フィールドから、McAfee SpamKiller でアドレス帳の新しいアドレス
を確認する頻度を選択します。

5 [OK] をクリックします。更新後、パーソナル友人リストに新しいアドレスが表示されます。

アドレス帳を手動でインポートするには

パーソナル友人リストまたはグローバル友人リストにアドレス帳を手動でインポートでき

ます。

注

ご使用のコンピュータで Windows 2000 または Windows XP を実行
しており、McAfee SpamKiller に複数のユーザが追加されている場
合は、管理者として McAfee SpamKiller にログオンしてグローバル
友人リストにアドレスを追加する必要があります。

1 [ 友人 ] タブをクリックしてから、[ アドレス帳をインポートする ] をクリックします。

[ アドレス帳をインポートする ] ダイアログ ボックスに、インポートできるアドレス帳

のタイプが表示されます。

2 インポートするアドレス帳の種類を選択するか、[ 参照 ] をクリックしてファイルに保
存されているアドレスをインポートします。

アドレス帳をパーソナル友人リストにのみインポートする場合は、[ パーソナル友人

リストに追加する ] チェックボックスが選択されていることを確認します。アドレス

帳をグローバル友人リストにのみインポートする場合は、このチェックボックスが選

択されていないことを確認します。

3 [ 次へ ] をクリックします。確認ページに、McAfee SpamKiller により追加されたアド
レスの数が表示されます。

4 [ 完了 ] をクリックします。グローバル友人リストまたはパーソナル友人リストにアド
レスが表示されます。

アドレス帳の情報を編集するには

自動インポートによってインポートされるアドレス帳についての情報を編集します。

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[ アドレス帳 ] をクリックします。

2 アドレス帳を選択してから、[ 編集 ] をクリックします。

3 アドレス帳の情報を編集してから、[OK] をクリックします。

自動インポート リストからアドレス帳を削除するには

McAfee SpamKiller によってアドレス帳からアドレスを自動的にインポートしないように

するには、そのアドレス帳のエントリを削除します。

1 [ 設定 ] タブをクリックしてから、[ アドレス帳 ] をクリックします。

2 アドレス帳を選択してから、[ 削除 ] をクリックします。確認ダイアログ ボックスが表
示されます。

3 [ はい ] をクリックすると、リストからアドレス帳が削除されます。
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友人リストを使用する
友人を追加する
友人からの E メールをすべて確実に受信するには、友人の名前とアドレスを友人リストに

追加します。[ 友人 ] ページ、[ ブロックされたメール ] ページ、[ 許可されたメール ] ページ、

および Microsoft Outlook または Outlook Express から友人を追加できます。

注

ご使用のコンピュータで Windows 2000 または Windows XP を実行
しており、McAfee SpamKiller に複数のユーザが追加されている場
合は、管理者として McAfee SpamKiller にログオンしてグローバル
友人リストにアドレスを追加する必要があります。

[ ブロックされたメール ] ページまたは [ 許可されたメール ] ページから友人を
追加するには

1 [ メッセージ ] タブをクリックしてから、[ ブロックされたメール ] タブまたは [ 許可

されたメール ] タブをクリックします。

または

Microsoft Outlook または Outlook Express から  をクリックして、該当するアカ

ウントの [ ブロックされたメール ] ページを開きます。

[ ブロックされたメール ] ページまたは [ 許可されたメール ] ページが表示されます。

2 友人リストに追加する送信者からのメッセージを選択してから、[ 友人を追加する ] を
クリックします。

3 [ アドレス ] ボックスに、友人リストに追加するアドレスを入力します。[ アドレス ]
フィールドには、選択したメッセージのアドレスがすでに入力されている場合があり
ます。

4 [ 名前 ] フィールドに友人の名前を入力します。

5 [ 友人タイプ ] フィールドから、追加するアドレスの種類を選択します。

� [1 つの E メール アドレス ]: 送信者の E メール アドレスが友人リストの [ ドメイン ]
セクションに追加されます。

� [ドメインに属する全ユーザ]: ドメイン名が友人リストの [ドメイン] セクションに

追加されます。このドメインからの E メールは McAfee SpamKiller によってすべ

て許可されます。

� [送信リスト ]: アドレスが友人リストの [ 送信リスト ] セクションに追加されます。

アドレスをパーソナル友人リストにのみ追加する場合は、[ パーソナル友人リストに追加

する ] チェックボックスが選択されていることを確認します。アドレスをグローバル

友人リストにのみ追加する場合は、このチェックボックスが選択されていないことを

確認します。

6 [OK] をクリックします。追加された友人からのすべての E メールは、友人のメールと
してマークされ、[ 許可されたメール ] ページに表示されます。
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友人を編集する
[ 友人 ] ページから友人を追加するには

1 [ 友人 ] タブをクリックしてから、[ 友人を追加する ] をクリックします。[ 友人情報の

プロパティ ] ダイアログ ボックスが表示されます。

2 [ アドレス ] ボックスに、友人リストに追加するアドレスを入力します。

3 [ 名前 ] フィールドに友人の名前を入力します。

4 [ 友人タイプ ] フィールドから、追加するアドレスの種類を選択します。

� [1 つの E メール アドレス ]:送信者の E メール アドレスが友人リストに追加されます。

� [ドメインに属する全ユーザ]: ドメイン名が友人リストの [ドメイン] セクションに

追加されます。このドメインからの E メールは McAfee SpamKiller によってすべ

て許可されます。

� [送信リスト ]: アドレスが友人リストの [ 送信リスト ] セクションに追加されます。

アドレスをパーソナル友人リストにのみ追加する場合は、[ パーソナル友人リストに追加

する ] チェックボックスが選択されていることを確認します。アドレスをグローバル

友人リストにのみ追加する場合は、このチェックボックスが選択されていないことを

確認します。

5 [OK] をクリックします。追加された友人からのすべての E メールは、友人のメールと
してマークされ、[ 許可されたメール ] ページに表示されます。

Microsoft Outlook から友人を追加するには

1 Microsoft Outlook の E メール アカウントを開きます。

2 友人リストに追加する送信者からのメッセージを選択します。

3 Microsoft Outlook ツールバーの  をクリックします。追加された友人からのすべ
ての E メールは、友人のメールとしてマークされ、[ 許可されたメール ] ページに表示
されます。

友人を編集する
1 [ 友人 ] タブをクリックしてから、[E メール アドレス ]、[ ドメイン ]、または [ 送信

リスト ] タブをクリックします。

グローバル友人リストが表示されます。パーソナル友人リストを表示するには、いず

れかのタブの下矢印  をクリックして、[ パーソナル友人リスト ] を選択します。

注

コンピュータのオペレーティング システムが Windows 2000 または
Windows XP であり、複数のユーザが McAfee SpamKiller に追加さ
れている場合、グローバル友人リストにアクセスできるのは管理者
のみです。

2 リストからアドレスを選択して、[ 編集 ] をクリックします。

3 情報を編集して、[OK] をクリックします。
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友人リストを使用する
友人を削除する
友人リストで必要なくなったアドレスを削除します。

1 [ 友人 ] タブをクリックしてから、[E メール アドレス ]、[ ドメイン ]、または [ 送信

リスト ] タブをクリックします。

グローバル友人リストが表示されます。パーソナル友人リストを表示するには、いず

れかのタブの下矢印  をクリックして、[ パーソナル友人リスト ] を選択します。

注

コンピュータのオペレーティング システムが Windows 2000 または
Windows XP であり、複数のユーザが McAfee SpamKiller に追加さ
れている場合、グローバル友人リストにアクセスできるのは管理者
のみです。

2 リストからアドレスを選択して、[ この友人情報を削除する ] をクリックします。確認
ダイアログ ボックスが表示されます。

3 [ はい ] をクリックして友人を削除します。
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5び
る

ブロックされたメッセージおよ
許可されたメッセージを処理す
ブロックされたメッセージおよび許可されたメッセージにアクセスするには、[ メッセージ ]
タブをクリックします。[ ブロックされたメール ] ページと [ 許可されたメール ] ページには

同様の機能があります。

[ ブロックされたメール ] ページ
ブロックされたメッセージを表示するには、[ メッセージ ] ページの [ ブロックされた

メール ] タブをクリックします。

注

Outlook の受信ボックスを開き、Microsoft Outlook または Outlook
Express ツールバーで  をクリックすることによって、Microsoft
Outlook アカウントからブロックされたメッセージにアクセスする

こともできます。

ブロックされたメッセージとは、McAfee SpamKiller によってスパムとして識別され、

受信ボックスから削除され、[ ブロックされたメール ] フォルダに移動されたメッセージを

指します。 

[ ブロックされたメール ] ページには、E メール アカウントから削除されたすべてのスパム

メッセージが表示されます。特定のアカウントのブロックされた E メールを表示するには、

[ ブロックされたメール ] タブの下矢印  をクリックして、表示するアカウントを選択し

ます。

上部のメッセージ ペインに、日付ごとにソートされたスパム メッセージが一覧表示されま

す。最近のメッセージが一番初めに表示されます。下部のプレビュー ペインには、選択し

たメッセージのメッセージ テキストが表示されます。 

注

コンピュータのオペレーティング システムが Windows 2000 または
Windows XP であり、複数のユーザが McAfee SpamKiller に追加さ
れている場合、McAfee SpamKiller に限定ユーザとしてログオンす
ると、メッセージのコンテンツは下部のプレビュー ペインには表示
されません。

中央ペインにはメッセージの詳細が表示されます。下矢印  をクリックすると、メッセージ

の詳細ペインが展開され、メッセージ テキストやヘッダを HTML のフォーマット タグな

どのネイティブ フォーマットで表示できます。メッセージの詳細ペインには次の内容が表

示されます。

� アクション — [ アクション ] は、McAfee SpamKiller がスパム メッセージを処理した

方法について説明します。[ アクション ] は、メッセージをブロックしたフィルタの

アクションに関連付けられています。
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ブロックされたメッセージおよび 許可されたメッセージを処理する
� 理由 — [理由] は、McAfee SpamKiller がメッセージをブロックした理由を説明します。

理由をクリックするとフィルタ エディタが開き、フィルタを表示できます。フィルタ

エディタには、フィルタによって検索されるメッセージの内容、およびフィルタによって

検索されたメッセージに対して McAfee SpamKiller が実行するアクションが表示され

ます。

� 送信元 — [ 送信元 ] には、メッセージの送信者が表示されます。

� 日付 — [ 日付 ] には、メッセージの送信日が表示されます。

� 送信先 — [ 送信先 ] には、メッセージの送信先が表示されます。

� 件名 — [ 件名 ] には、メッセージの件名に表示されるトピックが表示されます。

左の列のメッセージの横には、手動による苦情またはエラー メッセージが送信されたか

どうかを示すアイコンが表示されます。

� 苦情の送信 — メッセージについての苦情が送信されました。

� エラー メッセージの送信 — スパム メッセージの返信アドレスにエラー メッセージが

送信されました。

� 苦情およびエラー メッセージの送信 — 苦情とエラー メッセージが送信されました。

[ 許可されたメール ] ページ
許可されたメッセージを表示するには、[ メッセージ ] ページの [ 許可されたメール ] タブを

クリックします。 

[ 許可されたメール ] ページには、あらゆる E メール アカウントの受信ボックスにあるすべ

てのメッセージが表示されます。ただし、MAPI アカウントの場合、[ 許可されたメール ]
ページに内部の E メールは含まれません。特定のアカウントの許可された E メールを表示す

るには、[ 許可されたメール ] タブの下矢印  をクリックして、表示するアカウントを

選択します。

注

McAfee SpamKiller は、通常の E メールを受け入れるように設計さ
れています。受信すべき E メールが [ ブロックされたメール ] リスト
に表示されている場合は、そのメッセージを選択して [ このメッセージ
を復元する ] をクリックすると、メッセージを受信ボックス ( および
[ 許可されたメール ] リスト ) に戻すことができます。

[ ブロックされたメール ] ページと同様、上部のメッセージ ペインに、日付ごとにソートさ

れたメッセージが一覧表示されます。下部のプレビュー ペインには、選択したメッセージの

メッセージ テキストが表示されます。
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[ 許可されたメール ] ページ
中央のペインには、メッセージが友人リストの誰によって送信されたか、メッセージが

フィルタ条件に合っているかどうかが表示されます。ただし、フィルタ アクションを

[ 許可する ] または [ 潜在的なスパムとしてマークする ] のいずれかに設定する必要があり

ます。下矢印  をクリックすると、メッセージの詳細ペインが展開され、メッセージ

テキストやヘッダを HTML のフォーマット タグなどのネイティブ フォーマットで表示で

きます。 

メッセージの詳細ペインには次の内容が表示されます。

� アクション — [ アクション ] は、McAfee SpamKiller がメッセージを処理した方法につ

いて説明します。

� 理由 — メッセージにフラグが付けられている場合、[ 理由 ] セクションに McAfee
SpamKiller によりメッセージにフラグが付けられた理由を表示します。

� 送信元 — [ 送信元 ] には、メッセージの送信者が表示されます。

� 日付 — [ 日付 ] には、メッセージの送信日が表示されます。

� 送信先 — [ 送信先 ] には、メッセージの送信先が表示されます。

� 件名 — [ 件名 ] には、メッセージの件名に表示されるトピックが表示されます。

メッセージの横に、以下のアイコンのいずれかが表示されます。

� 友人からの E メール — McAfee SpamKiller により、メッセージの送信者が友人リスト

に登録されていることが検出されました。このメッセージは、維持しておくメッセージ

です。

� スパムの可能性あり — このメッセージは、[ 潜在的なスパムとしてマークする ] に設定

されたフィルタ アクションに一致します。

� 苦情の送信 — メッセージについての苦情が送信されました。

� エラー メッセージの送信 — スパム メッセージの返信アドレスにエラー メッセージが

送信されました。

� 苦情およびエラー メッセージの送信 — 苦情とエラー メッセージが送信されました。
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ブロックされたメッセージおよび 許可されたメッセージを処理する
ブロックされたメールおよび許可されたメールに対する
タスク

[ ブロックされたメール ] ページおよび [ 許可されたメール ] ページにある右側の画面には、

実行可能なタスクの一覧が表示されます。

� このメッセージをブロックする — 受信ボックスからメッセージを削除し、McAfee
SpamKiller の [ ブロックされたメール ] フォルダにメッセージを移動します ( このオプ
ションは、[ 許可されたメール ] ページのみで表示されます )。

� このメッセージを復元する — メッセージを受信ボックスに戻し (このオプションは
[ ブロックされたメール ] ページのみで表示されます )、[ 元に戻す ] ダイアログ
ボックスを開きます。友人リストに送信者を自動的に追加し、送信者からのすべての
メッセージを復元することができます。

� このメッセージを削除する — 選択されたメッセージを削除します。

� 友人を追加する — 友人リストに送信者の名前、E メール アドレス、ドメイン、または
送信リストを追加します。

� フィルタを追加する — フィルタを作成します。

� McAfee にレポートする — 受信したスパム メッセージを McAfee に通知します。

� 苦情を送信する — 送信者のドメインの管理者、または入力した別の E メール アドレス
にスパムに関する苦情を送信します。

� エラーを送信する — スパム メッセージの返信アドレスにエラー メッセージを送信します。

メッセージを復元する
受信すべきメールが [ ブロックされたメール ] ページに含まれている場合、それらの

メッセージを受信ボックスに戻すことができます。

メッセージを復元するには

1 [メッセージ ] タブをクリックしてから、[ブロックされたメール ] タブをクリックします。

または

Microsoft Outlook または Outlook Express の受信ボックスから  をクリックして、

該当するアカウントの [ ブロックされたメール ] ページを開きます。

[ ブロックされたメール ] ページが表示されます。

2 メッセージを選択してから、[ このメッセージを復元する ] をクリックします。[ 元に
戻す ] ダイアログ ボックスが表示されます。

� 友人を追加 — 友人リストに送信者を追加します。

� 同じ送信者からのすべてのメッセージを元に戻す — 選択されたメッセージの送信
者からのブロックされたメッセージをすべてレスキューします。

3 [OK] をクリックします。メッセージが受信ボックスと [ 許可されたメール ] フォルダに
戻されます。
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メッセージをブロックする
メッセージをブロックする
現在受信ボックスに存在しているスパム メッセージをブロックします。メッセージをブロック

すると、McAfee SpamKiller によりフィルタが作成され、受信ボックスからメッセージが

自動的に削除されます。受信メッセージは、[ 許可されたメール ] ページまたは Microsoft
Outlook または Outlook Express からブロックできます。

[ 許可されたメール ] ページからメッセージをブロックするには

1 [ メッセージ ] タブをクリックしてから、[ 許可されたメール ] タブをクリックします。

[許可されたメール ] ページが開き、現在受信ボックスにあるメッセージが表示されます。

2 メッセージを選択してから、[ このメッセージをブロックする ] をクリックします。受信
ボックスおよび [ 許可されたメール ] ページからメッセージが削除され、[ ブロックさ
れたメール ] フォルダにメッセージのコピーが表示されます。

Microsoft Outlook からメッセージをブロックするには

外部メッセージ ( インターネット サーバから送信されたメッセージ ) のみをブロックできます。

1 Microsoft Outlook または Outlook Express の受信ボックスを開きます。

2 メッセージを選択してから、  をクリックします。メッセージのコピーが [ ブロック
されたメール ] フォルダに移動されます。

メッセージを削除する
ブロックされたメッセージは、受信ボックスから削除された 15 日後に McAfee SpamKiller
によって [ ブロックされたメール ] フォルダから自動的に削除されます。メッセージが削除

されるまでの日数は変更可能で、メッセージを手動で削除することもできます。

[許可されたメール] フォルダは現在受信ボックスに存在するメッセージを反映しているため、

McAfee SpamKiller によりこのフォルダからメッセージが自動的に削除されることはありま

せん。

ブロックされたメッセージの自動削除の設定を変更するには

デフォルト ( 標準の設定 ) では、McAfee SpamKiller がスパムを発見すると、そのスパム

は受信ボックスから削除され、McAfee SpamKiller の [ ブロックされたメール ] フォルダに

移動されます。[ ブロックされたメール ] フォルダ内のブロックされたメッセージは、15 日
後に McAfee SpamKiller によって自動的に削除されます。ブロックされたメッセージを

McAfee SpamKiller で自動的に削除する頻度は変更できます。

スパム メッセージを [ ブロックされたメール ] フォルダに移動する代わりに、McAfee
SpamKiller は E メールの件名に「[spam]」またはユーザ指定のタグを付けて、メッセージを

受信ボックスに保持することもできます。メッセージにタグを付けると、タグ付けされた

メッセージを「ジャンク」フォルダなどの E メール クライアントの別のフォルダに移動で

きるため便利です。E メール クライアントで、「[spam]」タグの付いたメッセージを検索し

て、それらのメッセージを指定のフォルダに移動することを指定するルールを作成するこ

とによって、タグ付けされたメッセージを移動できます。
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ブロックされたメッセージおよび 許可されたメッセージを処理する
1 [ 設定 ] タブをクリックし、[ フィルタリング オプション ] アイコンをクリックします。

2 McAfee SpamKiller によるスパム メッセージの処理方法を選択します。

� [ ブロックされたメール ボックスにスパムを移動する ] — スパム メッセージは受信
ボックスから削除され、McAfee SpamKiller の [ ブロックされたメール ] フォルダ
に移動します。 

� [ ブロック後の保存期間 ] — ブロックされたメッセージは指定期間、[ ブロックさ
れたメール ] フォルダに保持されます。

� [スパムをタグ付けし受信ボックスに保存する ] — スパム メッセージは受信ボックス
に保持されますが、メッセージの件名には「[spam]」またはユーザが入力した
タグが付けられます。

3 [OK] をクリックします。

メッセージを手動で削除するには

1 [メッセージ ] タブをクリックしてから、[ブロックされたメール ] タブをクリックします。

または

Microsoft Outlook または Outlook Express の受信ボックスから  をクリックして、

該当するアカウントの [ ブロックされたメール ] ページを開きます。

2 削除するメッセージを選択します。

3 [ このメッセージを削除する ] をクリックします。確認ダイアログ ボックスが表示され
ます。

4 [ はい ] をクリックすると、メッセージが削除されます。

友人リストに友人を追加する
26 ページの「[ ブロックされたメール ] ページまたは [ 許可されたメール ] ページから友人

を 追加するには」を参照してください。

フィルタを追加する
フィルタの詳細については、オンライン ヘルプの「フィルタを使用する」を参照してくだ

さい。

1 [ メッセージ ] タブをクリックします。

2 [ ブロックされたメール ]  または  [ 許可されたメール ] タブをクリックしてから、
[ フィルタを追加する ] をクリックします。[ フィルタ エディタ ] ダイアログ ボックス
が表示されます。

3 [ 追加 ] をクリックして、フィルタ条件を作成します。[ フィルタ条件 ] ダイアログ
ボックスが表示されます。
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フィルタを追加する
4 以下の手順に従ってフィルタ条件を作成します。

フィルタの条件は、たとえば、「mortgage という語を含むメッセージ テキスト」のよ

うに、メッセージ中から何を検索するかを指定するためのルールです。この例では、

フィルタによって「mortgage」という語を含むメッセージが検索されます。詳細につ

いては、オンライン ヘルプの「フィルタ条件」を参照してください。

a 最初のフィールドから条件のタイプを選択します。

b 後続のボックスで、値を選択または入力します。

c 以下のオプションが表示される場合、さらに詳しいフィルタを定義できます。 

[ フォーマット コードを確認する ] — このオプションは、フィルタ条件がメッセージ
テキストを検索するよう定義されている場合にのみ表示されます。このチェック
ボックスを選択すると、メッセージのテキストとフォーマット コードの両方から、
指定したテキストが検索されます。

[ 大文字と小文字を区別する ] — このオプションは、条件値を入力した条件に対し
てのみ表示されます。このチェックボックスを選択すると、入力した値の大文字
と小文字が区別されます。

[ 異なるつづりを含む ] — スパム送信者がよく使う意図的なスペルミス ( つづりの
間違い ) を検出できます。たとえば、「mortgage」という単語は、フィルタを回避
するための「mortg@g3」のスペルミスと判断されます。

d [OK] をクリックします。

5 以下の手順に従って別のフィルタを作成するか、手順 6 に進んでフィルタ アクション
を選択します。

a [ 追加 ] をクリックして、フィルタ条件を作成します。フィルタ条件の作成が終了
したら、[OK] をクリックします。

[ フィルタ条件 ] リストには、両方のフィルタ条件が [ および ] で結合されて表示
されます。[ および ] は、両方のフィルタ条件に一致するメッセージが検索される
ことを示します。いずれか一方の条件に一致するメッセージを検索する場合、
[ および ] をクリックし、ボックスから [ または ] を選択して、[ および ] を [ または ]
に変更します。

b 別の条件を作成するには、[ 追加 ] をクリックして手順 6 に進み、フィルタ アク
ションを選択します。

3 個以上のフォルタ条件を作成した場合、句を作成してフィルタ条件をグループ化
することができます。グループ化の例については、オンライン ヘルプの「条件を
グループ化する」を参照してください。

フィルタ条件をグループ化するには、フィルタ条件を選択し、[ グループ化 ] を
クリックします。

グループ化された条件は青でハイライト表示されます。

注

フィルタ条件のグループ化を解除するには、グループ化された
フィルタ条件を選択し、[ グループ解除 ] をクリックします。
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ブロックされたメッセージおよび 許可されたメッセージを処理する
6 [ アクション ] フィールドからフィルタ アクションを選択します。フィルタ アクション
では、フィルタにより検索されたメッセージを処理する方法を指定します。詳細につ
いては、オンライン ヘルプの「フィルタ アクション」を参照してください。

7 [ 詳細 ] をクリックして、高度なフィルタ オプションを選択します ( 詳細オプションの
使用は必須ではありません )。詳細については、オンライン ヘルプの「高度なフィルタ
オプション」を参照してください。

8 フィルタの作成が終了したら、[OK] をクリックします。

注

条件を編集するには、条件を選択し、編集します。条件を削除する
には、条件を選択し、[ 削除 ] をクリックします。

マカフィーにスパムをレポートする
マカフィーにスパムを報告できます。フィルタの更新を作成するために、報告されたスパ

ムはマカフィーで分析されます。

マカフィーにスパムをレポートするには

1 [ メッセージ ] タブをクリックしてから、[ ブロックされたメール ] または [ 許可された

メール ] タブをクリックします。[ ブロックされたメール ] ページまたは [ 許可された

メール ] ページが表示されます。

2 メッセージを選択してから、[ マカフィーにレポートする ] をクリックします。確認
ダイアログ ボックスが表示されます。

3 [ はい ] をクリックします。マカフィーにメッセージが自動的に送信されます。

手動で苦情を送信する
スパムの送信者からさらなるスパム メッセージが送信されることを防ぐために、苦情を

送信します。苦情の送信の詳細については、オンライン ヘルプの「苦情およびエラー

メッセージを送信する」を参照してください。

手動で苦情を送信するには

1 [ メッセージ ] タブをクリックしてから、[ ブロックされたメール ] タブまたは [ 許可

されたメール ] タブをクリックします。メッセージ リストが表示されます。

2 苦情を送信するメッセージを選択してから、[ 苦情を送信する ] をクリックします。
[ 苦情を送信する ] ダイアログ ボックスが表示されます。

3 苦情の送信先を選択します。

警告

ほとんどの場合、[ 送信者 ] を選択するべきではありません。スパム
の送信者に苦情を送信すると、E メール アドレスが認証されるため、
その送信者から受信するスパム数が増える可能性があります。

4 [ 次へ ] をクリックして、表示されるダイアログ ボックスの手順に従います。
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エラー メッセージを送信する
エラー メッセージを送信する
エラー メッセージの送信の詳細については、オンライン ヘルプの「苦情およびエラー

メッセージを送信する」を参照してください。

スパムの送信者からさらなるスパム メッセージが送信されることを防ぐために、エラー

メッセージを送信します。

手動でエラー メッセージを送信するには

1 [ メッセージ ] タブをクリックしてから、[ ブロックされたメール ] タブまたは [ 許可

されたメール ] タブをクリックします。メッセージ リストが表示されます。

2 特定のスパム メッセージに関するエラー メッセージを送信するには、メッセージを選択
してから、[ エラーを送信する ] をクリックします。スパム メッセージの返信アドレス
にエラー メッセージが送信されます。
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ブロックされたメッセージおよび 許可されたメッセージを処理する
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